
綾川流域照葉樹林帯保護復元計画

綾町役場 ユネスコエコパーク推進室
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国土交通省
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綾町の自然保護の事例
～綾の照葉樹林プロジェクト～ 資料３－１
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綾の照葉樹林プロジェクトの位置

小林市

西米良村

西都市

国富町

綾町
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官民協働の森づくり

日本最大規模の原生的な照葉樹林を保護しつつ、照葉樹林
を分断する人工林や二次林を長期的に照葉樹林に復元

目的①照葉樹林の保護・復元

照葉樹林をよりよい形で後世に継承すると共に、照葉樹
林を核とした自然と共生する地域づくりを支援する

目的②地域づくりの支援

平成１７年５月 プロジェクト発足

・ ５者による協定を締結
・ ９,５００ha（国・県・町有林）が対象エリア

宮崎県

(県有林700ha)
複層林化等

九州
森林管理局
(国有林8700ha)
照葉樹林の保護・

復元等

(町有林100ha)
照葉樹を活用した

まちづくり

綾 町

日本
自然保護協会

調査、プロジェクト
の枠組みづくり等

てるは
の森の会
情報発信、市民・
法人サポーターの

形成等

地域住民 民間企業

参画
サポート

参画
サポート

【連絡会議】【連絡会議】

行動計画・中長期目標の策定
各主体での取組の企画・調整
行動計画・中長期目標の策定
各主体での取組の企画・調整

２００５～
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綾プロの基本方針 綾プロの復元手法

復元して「緑
の回廊」

保護林

目標

現状

人工林
（スギ）

保護樹帯
（照葉樹）

①人工林（スギ）を間伐

③さらにスギを伐採

②照葉樹が芽吹く

④照葉樹林へ復元
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プロジェクトの活動

平成17年度に

「大森岳植物群落保護林」

「掃部岳植物群落保護林」

及び、照葉大吊橋周辺を

「てるは郷土の森」に指定

平成20年3月25日に

「綾森林生態系保護地域」

に指定

① 保護林の新設

森林生態系保護地域
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プロジェクトの活動

野生動植物の移動経路の確保
を図り生息・生育地の拡大と相
互交流を促すため、延長約５㎞、
面積約２,２００haのエリアにつ
いては、「緑の回廊」に指定。

② 緑の回廊の新設

森林生態系保護地
域
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プロジェクトの活動

保護林として保護：
１､２､４､７

照葉樹林へ復元 ：３､５､６

環境教育等へ利用：８､９

持続的林業経営 ：10､11

③ ゾーニング
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３０年後の姿
（イメージ）

若く細い帯状の復元さ
れた照葉樹林が出現し、
保護林と保護林が連結

50～100年後の姿
（イメージ）

６,０００ha以上の広大な

連続した照葉樹林が回
廊状に出現 8



綾ＢＲの現存植生30年間の推移(今後益々自然植生が復元！？）

１９８２年頃 ２０１１年頃

自
然
林
は

3
0
年
間
で
は
む
し
ろ
微
増

保護林

保護林

保護林
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移行
地域

核心地域＋緩衝地域
（＝綾プロエリア）

綾プロエリアは、ユネスコエコパークの
核心地域と緩衝地域を合わせたエリアに一致

ユネスコエコパーク登録
申請の三つの条件

【Ｃ】
価値ある自然の担保

【Ｂ】
持続可能な経済活動

【Ａ】
価値ある自然

綾ユネスコエコパークと綾プロの関係

綾プロの取り組みがあったことで、
全ての条件を満たすことができた

2012年にユネスコエコパークに登録
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コアエリアの
拡大検討

緩衝地域の
拡大検討

綾町の持続可能な自然共生社会に向けた自然環境の保護と保全の取り組み

綾町生物多様性地域戦略その後の展開

2015年
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綾町森林整備計画

2017年度中に
改訂予定

綾町森林林業検討会

・宮崎森林管理署
・宮崎県中部農林振興局
・宮崎中央森林組合
・綾町 農林振興課
ユネスコエコパーク推進室

2015～2017年
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森林ガイド

ＥＳＤ(持続可能な開
発の為の教育）

幼保小中連携事業
（ユネスコスクール）

環境学習･生涯学習

各種森林関係調査

森林セラピー

地域づくりワーキング

ふれあい調査

保全管理計画等
の策定

森林生態系の
保護･復元

シンポジウム等

生物多様性保全林
プロジェクト（命あ
ふれる山づくりマ
ニュアル）

移行地域の生物多
様性の維持・改善

緑の回廊の創造

大学･研究機関
との連携

国内外の各種研修視
察や教育関係の受入

各種研究調査

持続可能な町づくりとして展開

綾ＢＲセンター設立準備

綾プロ発足

綾ＢＲ(ﾕﾈｽｺｴｺﾊﾟｰｸ）
生物多様性地域戦略

綾プロの相 乗 効 果

ボランティア活動

森林ビジョン

森林整備計画

地域森林整備推進協定

広 が る 活 動自然と共に生き、人と共に生
きるまち、綾 13



・・

綾町の森林保護を柱とした半世紀のあゆみ

1966年郷田
町長就任

１９６７年
伐採問題

１９８４年
伐採問題

１９９０年前田
町長就任

自然共生の町づくり 第1ｽﾃｰｼﾞ

２０１０年申請
書作成開始

２００５年綾
プロ開始

保護・保全・復元・利活用の森づくり

ユネス
コ登録
に発展

１９８０ ２０００１９７０

健康野菜伝統農業推進 有識者連携の文化論を展開 官民協働の森
づくりに発展

第2ｽﾃｰｼﾞ

全体像

依存 対立と自立

連携と協働

貧
し
い
地
方
の
自
治
体

国
内
外
か
ら
関
心
集
ま
る

1984年



奥 山 里 地

再生可能な地下水や有機農産物素材利用の環境

空気・水・緑･食・風土の環境

土壌・有機物・微生物・安全環境

優れた森林生態系・文化・歴史の環境

生命基盤の貴重な川上の自然保護と
保全･利用

豊かな自然の恵みを利活用した持続的経済
基盤の構築

どのように利活用？？

自然素材でのほんものづくり

シイ類・カシ類・タブノキ
優占林

産業

半世紀にわたる綾町の地域づくり


